
へ
品
芸
工
統
伝
の
定
指
国

話
れ
ぼ
こ
仙
銘
父
秩

　

秩
父
夜
祭
が
、
な
ぜ
、
師
走
の
寒
い

中
で
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

冬
の
祭
り
は
、
札
幌
雪
ま
つ
り
、
横

手
か
ま
く
ら
な
ど
の
よ
う
に
観
光
の
た

め
に
新
し
く
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

通
常
、
伝
統
的
な
笠
鉾
・
屋
台
の
曳
き

回
し
や
、
神
輿
は
夏
か
秋
祭
り
の
も
の

で
冬
に
曳
山
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

秩
父
人
な
ら
知
っ
て
い
る
人
は
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
絹
の
生
産
サ

イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
も
の
な
の
で
す
。

江
戸
時
代
、
12
月
に
秩
父
神
社
（
妙
見

さ
ま
）
に
絹
の
市
が
立
ち
、
江
戸
、
上

方
か
ら
絹
問
屋
、
仲
買
人
が
集
ま
り
ま

す
。
そ
の
人
々
を
も
て
な
す
た
め
に
、

屋
台
で
歌
舞
伎
を
演
じ
、
笠
鉾
・
屋
台

の
曳
き
回
し
を
行
っ
た
と
い
う
の
が
冬

の
祭
り
の
始
ま
り
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
秩
父
市
で
は
「
お
も
て
な
し

秩
父
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
盛
ん
で
す

が
、
実
は
、
江
戸
時
代
か
ら
「
お
も
て

な
し
」
の
気
持
ち
は
続
い
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
祭
り
の
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

国
の
伝
統
的
工
芸
品
認
定
の
資
料
作
り

で
、
祭
り
に
関
す
る
興
味
深
い
古
文
書

を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

松
平
定
信
の
「
寛
政
の
改
革
」
で
、

秩
父
代
官
か
ら
、
祭
り
割
役
の
松
本
家
、

高
野
家
に
祭
り
自
粛
、
屋
台
曳
き
回
し

禁
止
の
通
告
が
出
ま
し
た
。「
夜
祭
を

や
め
ろ
！
」
と
い
う
理
不
尽
な
命
に
対

し
、
翌
年
、
町
方
か
ら
、
屋
台
再
興
願

い
が
秩
父
代
官
に
提
出
さ
れ
ま
す
が
、

却
下
さ
れ
ま
す
。
寛
政
12
年
（
１
８
０

０
年
）
か
ら
、
秩
父
神
社
と
秩
父
の
町

方
は
再
三
に
わ
た
り
妙
見
祭
礼
の
屋
台
、

子
供
歌
舞
伎
の
免
許
願
を
代
官
に
提
出

し
ま
す
が
、
す
べ
て
不
許
可
を
申
し
伝

え
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
幕
府
の
命
に
異

を
唱
え
る
こ
と
は
か
な
り
勇
気
が
必
要

だ
っ
た
は
ず
で

す
。

　

秩
父
の
訴
え

は
な
ん
と
10
年

間
も
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
祭
り

に
対
す
る
熱
い

思
い
は
今
も
昔

も
同
じ
で
す
。

　

秩
父
の
町
方

は
絹
市
へ
の
経

済
的
影
響
を
訴

え
る
こ
と
で
、

10
年
目
に
よ
う

や
く
屋
台
曳
き

回
し
が
再
興
さ

れ
ま
し
た
。

　

秩
父
中
が
喜
び
に
沸
き
立
ち
、
新
た

に
行
司
24
人
を
定
め
、
忍
藩
城
代
を
祭

り
に
迎
え
る
た
め
の
準
備
を
進
め
る

喜
々
と
し
た
様
子
が
、
秩
父
松
本
家
と

秩
父
神
社
宮
司
の
薗
田
家
の
記
録
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
絹
市
の
も
て
な
し
か

ら
始
ま
っ
た
夜
祭
は
、
今
も
秩
父
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

　

製
品
開
発
担
当　

影
山
和
則
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と　

き　

11
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
（
雨
天
中
止
、
参
加
無
料
）

と
こ
ろ　

羊
山
公
園

定　

員　

15
組

申
・
問
10
月
13
日
㈫
か
ら
☎
で
市
民
生

活
課
（
☎
25
│
５
２
０
０
）
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

女
性
の
た
め
の
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
「
も
う
一
度
働
き
た
い
」、「
何
か
始
め

た
い
」
と
い
う
女
性
を
応
援
し
ま
す
。

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ

な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
再
就
職
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
20
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
参
加
無
料
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

テ
ー
マ　
『〈
子
育
て
マ
マ
対
象
〉
就
職

に
向
け
た
準
備
を
し
よ
う
』

　

育
児
な
ど
が
一
段
落
し
、「
さ
あ
働
こ

う
」
と
思
っ
て
も
何
か
ら
始
め
た
ら
い

い
か
迷
う
も
の
で
す
。
就
職
に
向
け
た

一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
何
か
ら
始
め

る
か
を
考
え
ま
す
。

内　

容　

育
児
や
家
事
と
仕
事
を
両
立

す
る
た
め
の
課
題
の
整
理
、
自
分
ら
し

い
働
き
方
、
今
か
ら
準
備
で
き
る
こ
と

対　

象　

県
内
在
住
の
再
就
職
を
希
望

す
る
女
性

定　

員　

10
人
（
子
ど
も
同
伴
可
）

※ 

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
ご
希
望
の
方

に
は
、受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

申
・
問
10
月
13
日
㈫
か
ら
☎
で
市
民
生

活
課
（
☎
25
│
５
２
０
０
）
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

防
災
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

　

過
去
の
大
災
害
時
、
防
災
・
復
興
担

当
の
メ
ン
バ
ー
が
男
性
中
心
だ
っ
た
こ

と
で
、女
性
の
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
ず
、

女
性
の
抱
え
る
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
災
害
時
に
、
女
性
の
意
見

が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
女
性
の
参

加
が
不
可
欠
で
す
。
日
頃
か
ら
男
女
が

対
等
な
立
場
で
尊
重
・
協
力
し
合
う
こ

と
が
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

防
災
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
子
ど
も
を
守
る
！

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
女
性
の
声
を

反
映
さ
せ
誕
生
し
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ

マ
プ
ラ
グ
冨
川
万
美
さ
ん
に
よ
る
防
災

講
座
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
防
災
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
（
小
学
生
以
下
）
が
い
る
ご
家

庭
を
対
象
に
、
避
難
生
活
を
送
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
避
難
グ

ッ
ズ
の
試
用
や
、
秩
父
市
で
備
蓄
し
て

い
る
非
常
食
と
同
じ
も
の
を
試
食
し
ま

す
。


